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〈参考〉
福岡市の地球温暖化対策について

福岡市は、国際的な環境非営利団体であるCDPから、世界的な
気候変動対策の情報開示プログラム「CDP Cities」において
最高評価の「シティＡリスト」都市に選定されました。
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■家庭部門■業務部門■自動車部門■その他※
※廃棄物、産業、運輸（自動車除く）、フロン類、メタン等

①削減量について
これから減らす量

▲233万ｔ-ＣＯ2

めざす姿 カーボンニュートラルを実装した都市を目指して

2030年度目標
目標① 市域の温室効果ガス排出量:50％削減
目標② 市外への温室効果ガス削減貢献量、吸収量:100万t-CO2

※基準年度:2013年度、計画期間:2022～2030年度
※対象とする温室効果ガス:地球温暖化対策推進法第２条第３項に規定されている７種類

チャレンジ目標 2040年度 温室効果ガス排出量 実質ゼロ



◇ ライフスタイル、ビジネススタイルの転換
（エシカル消費、ＥＳＧ指標、オンライン化 など）

◇ 将来の世代を見据える
（環境教育・学習の推進 など）

◇ 様々な主体とのパートナーシップ
（産学官・都市間連携、国際貢献、地域循環共生圏 など）

◇ 新たなイノベーションの積極的な取り込み
（スタートアップ、技術導入の支援 など）

②削減貢献量、吸収量について
●森林などにより炭素吸収
●再生可能エネルギーの市外への売電
●環境にやさしい製品やサービスを選ぶ
エシカル消費

●メタン発生抑制効果がある廃棄物
埋立技術「福岡方式」の海外普及
二酸化炭素の２５倍の温室効果がある
メタンの発生を抑制する技術として世界
２１か国に広がっています。

取組みを進める対象

取組みの視点



ECOチャレンジ応援事業
・電気やガスの使用量削減、家庭用LED照明の購入などの
エコアクションに対して、交通系ＩＣカードのポイントを
インセンティブとして付与
1,295世帯参加（2,380,590ポイント付与）

家庭部門

再エネ由来電力共同購入事業
・家庭や事業所における使用電力の脱炭素化を推進するため、
共同購入手法を活用した再生可能エネルギー由来電力の
導入機会を提供
参加登録者:274件 切替数:56件

住宅用エネルギーシステム導入促進事業
・『エネルギーを創って貯めて賢く使う』自家消費型の
住宅用エネルギーシステムの普及促進のため、
導入費用の一部を助成
【導入が図られたシステム数】
太陽光発電:170基、家庭用燃料電池:200基
HEMS:324基、蓄電池:317基、 V２Hシステム :8基

住宅用エネルギーシステム（概念図）

先着１５０名



省エネサポート事業
・省エネ機器の光熱費削減効果、初期費用を抑えた手法、各種支援制度、
効率的な運用方法等について「いつでも見られる省エネセミナー」
として省エネ啓発動画を市HP上で発信

業務部門

研究開発型スタートアップ成⾧支援事業
・将来的に福岡市の経済をけん引する独自技術を持った研究開発型スタートアップ企業に
対し、事業の推進に係る経費等を助成し、更なる成⾧を支援
【2021年度採択(グリーンテック枠)】
株式会社日本炭素循環ラボ「低コスト・高性能なCO２回収・再資源化技術の開発」
KAICO株式会社「カイコを用いた組換えタンパク質の開発・生産」

事業所省エネ計画書制度
・事業所による自主的かつ計画的な省エネの支援
【制度の対象】
年間のエネルギー使用量が500kL（原油換算）
以上の市内事業所
参加事業所総数:40件



自動車（モビリティ）部門

自転車通行空間の整備
・整備延⾧:約8.9km（累計約131.6km）

実証実験フルサポート事業
・電動キックボードシェアリングサービスの実証実験
・EVスクーターシェアリングサービスの実証実験

次世代自動車の普及促進
・電気自動車等購入助成:214台 急速充電設備設置助成:4基

宅配ボックス導入助成事業
・再配達の抑制と受取の非接触化につながる宅配ボックスの購入費用を助成

補助件数:783件

新規

自転車通行帯整備例

2021年度は助成枠を
拡充（約2倍）

非接触＆
再配達不要
非接触＆
再配達不要

実証実験の様子



市有施設への再生可能エネルギー設備導入状況
種別 施設数 発電出力 備考

太陽光発電
メガソーラー 6 6,519kW メガソーラー発電所［大原、蒲田 等］

その他 193
(+4)

2,599kW
(+22kW) 公民館、小学校 等

バイオマス発電
廃棄物発電 4 80,900kW 清掃工場［東部、西部、臨海、都市圏南部］

その他 2 2,099kW 水処理センター［中部、和白］
小水力発電 3 222kW 浄水場［瑞梅寺、乙金］、曲渕ダム

計 208 92,339kW
※数値は小数点以下を四捨五入，（ ）内の数値は前年度(2020年度)からの増減数

再生可能エネルギー施策

博多区新庁舎整備事業
・発電する外装システム（太陽光発電）の導入

建物の外壁や窓と一体化させた太陽電池モジュールを導入
災害による停電時には、自立した電源として使用可能

・断熱性の向上、人検知センサーの導入などにより、
50％の省エネを達成し、ZEB Ready を取得

博多区新庁舎

発電する外装システム



再生可能エネルギー施策
水素リーダー都市プロジェクト
・市民の生活排水（下水）から水素を製造し、
燃料電池自動車（FCV）へ供給する世界初の
水素ステーションの運営（平成26年度～令和3年度）
令和4年度から新たな共同体を設立し、運営を再開予定

・トヨタ自動車株式会社と水素社会のまちづくり実現に
向けた幅広い取組みに関する連携協定を締結し、
燃料電池車両等の導入に向けた検討を開始

下水汚泥固形燃料化事業
・下水汚泥から下水汚泥固形燃料を製造し、
石炭の代替燃料として有価で販売
製品出荷量:7,267ｔ

下水バイオガス由来水素ステーション
（リニューアル予定）

トヨタ自動車との連携⇒新たなFCモビリティの導入

石炭の代替燃料

セメント工場固形燃料化



炭素吸収施策
公共施設での木材利用の促進
・ 地域産材を活用し、木のぬくもりを感じられる空間を整備

福岡市博多湾ブルーカーボン・オフセット制度
・博多湾のアマモ場などの藻場による二酸化炭素の
吸収・固定を通じて温室効果ガスの削減を目指す

【2021年度実績】
販売クレジット数量:48.5ｔ-CO2

森林環境整備事業
・荒廃した森林の間伐などの整備を実施

間伐面積:39.71ha

中央区役所前広場早良区役所階段手すり 早良区役所カウンター

福岡市博多湾ブルーカーボン・オフセット制度

アマモ場など エネルギー使用など



その他
グリーンボンドの発行
・発行額:50億円
・投資表明された43の機関投資家などに販売し、即日完売
【充当事業】
博多区新庁舎整備事業
雨水整備レインボープラン天神
雨水整備Doプラン2026
地下鉄営業線改良事業

（株）九州電力福岡支店との連携協定締結
・地球温暖化対策を包括的に着実に推進するため、連携強化を
図り、協働して推進していくため連携協定を締結
【連携事項】
(1)住民・事業者の温暖化対策に関する意識醸成と実践行動
の推進に関すること

(2)電気自動車導入の促進に関すること
(3)先進的な脱炭素のまちづくりに関すること
(4)福岡市役所における温暖化対策の推進に関すること
(5)その他、脱炭素社会の実現に関すること

博多区新庁舎

協定締結式



洪水・高潮・内水・土砂災害ハザードマップの提供
・区役所の窓口等におけるハザードマップの提供
・内水浸水想定区域図に基づく内水ハザードマップ
（博多駅周辺地区）を公表

災害時の電力確保
・避難所となる公民館等へ、電気自動車等から給電
するための設備を導入

・災害時は、庁用車や民間企業との災害時応援
協定を活用し、電力を確保できる体制を整備

浸水対策事業
・「雨水整備レインボープラン天神」第２期事業

雨水管の整備（中部９号幹線等）
・「雨水整備Doプラン2026」

雨水管や側溝等の整備（1地区完了（累計4地区完了））

再生水利用下水道事業の推進
供給箇所数:15箇所（累計501箇所）

温暖化による影響の回避・低減（適応策）

内水ハザードマップ
（博多駅周辺地区）

市民生活

自然災害

電気自動車から公民館への給電（イメージ）
自然災害

水資源

整備イメージ（中部２号幹線 内径5.00m）



熱中症対策の推進
・暑さ指数、救急搬送者数、予防方法、対処方法等
をホームページに掲載、LINE・防災メール等による
暑さ指数予測情報の発信

・環境省モデル事業を活用し、LINEデザインを改良
・様々な媒体を活用した啓発
街頭ビジョン、福岡PayPay ドームのホークスビジョン、
庁内施設（区役所）ディスプレイを活用した動画放映、
市政だよりによる高齢者への注意喚起、民生委員や社会福祉協議会
を通じた高齢者へのチラシ配布 など

暑熱環境に適応したライフスタイルの推進
・緑のカーテンコンテスト、「住宅窓改修の手引き」
を活用した広報を実施
緑のカーテン実施施設:市有施設201施設
緑のカーテンコンテスト応募者数:87件

緑のカーテンコンテスト 受賞作品

市民生活

健康

温暖化による影響の回避・低減（適応策）

ホークスビジョンでの啓発

LINEデザインの改良

改良前 改良後




